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１．はじめに 

 １９９３年１２月に世界自然遺産に登録された白神山地は、青森県と秋田県の県境に位置し、約１３万㌶に

及ぶ広大な山岳地帯の総称である。世界最大規模のブナの原生林１万７千㌶が世界遺産登録地域として認定さ

れている。産業革命以降、化学技術の発展・進歩に伴い生活の質は向上したが、一方で自然環境は悪化の一途

をたどり、環境の破壊は進行し続けている。自然の素晴らしさを訴え、環境保護・保全の一助を担いたいとい

う観点から、著者らは今までにも鹿児島県屋久島、沖縄県西表島、東京都御蔵島等の自然豊かな地域において

水・土環境の調査・分析を実施してきている。本研究では、白神山地一帯より採取した自然水（河川及び湧き

水等）と土試料を調査・分析することによりブナの原生林を育んでいる白神山地の水・土環境について科学的

に考察する。 

２．調査と試験 

 2000 年 8 月 14 日～8 月 20 日にかけて白神山

地一帯の自然水（湧水、河川水、地下水）及び

土試料の調査を実施した。図－１にそれぞれの

調査地点を示している。コアエリア（厳格に保

護される地域）、バッファーゾーン（教育、研究

などの目的にのみ使用が許される地域）を取り

囲むように水試料８３サンプル、土試料２３サ

ンプルを採取した。水試料については、水温

（℃）・水素イオン濃度（ｐＨ）・電気伝導度（Ｅ

Ｃ）及びイオン交換クロマトグラフィーを用い

た主要溶存化学成分（陰・陽イオン濃度）の測

定を実施した。土試料については、土の水素イ

オン濃度（ｐＨ）・電気伝導度（ＥＣ）及び土溶

出液の主要溶存化学成分の測定を実施した。 

３．白神山地の自然水 

 現地計測した８３箇所の地点での自然水のｐ

ＨとＥＣの結果を図－２に示している。ｐＨに

ついては、6.4～7.7 範囲（平均値 7.0）で、サンプル数の８割以上が

6.8～7.2 範囲にあり、弱酸性から弱アルカリ性の中性付近の水素イオ

ン濃度となっている。ＥＣ値については、42～220μS/cm 範囲にあり、

ほとんどが 100μS/cm 前後の比較的低い値を示している。図－３につ

いては、代表的なヘキサダイヤグラムを示し、図－４については、自

然水のトリリニアダイヤグラムを示している。ヘキサダイヤグラムと

トリリニアダイヤグラムの結果から、白神山地の自然水は、ほぼ同じ

溶存イオン組成をなしており、溶存イオン量が比較的低いことがわか 
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図－2 自然水の pH 及び EC の状況 
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図－１ 白神山地における水試料・土試料の調査地点 
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る。また、コアエリア及

びバッファーゾーンを

取り囲むように採水し

た白神山地一帯の自然

水は、大半がＣａ－ＨＣ

Ｏ３型のアルカリ土類炭

酸塩タイプ（Ⅱ型）に分

類される水質であるこ

とがわかる。 

４．白神山地の土 

調査した表層土付近

の２３箇所の地点での

土のｐＨとＥＣの値を図－５に示している。ｐＨについて

は、一部が４～５の酸性を示しているが、ほとんどが６～

６．５範囲の弱酸性となっている。ＥＣ値については、一

部が 100μS/cm 以上であるが、ほとんどが５μS/cm～４５

μS/cm 範囲の低い値を示している。図－６，７は、代表的

な地点での土試料１００ｇに溶出する陰イオン、陽イオン

のイオン量について示している。陰イオンの溶出量では、

Ｃｌ－、ＮＯ２
－、ＳＯ４

２－はほとんどが５ｍｇ以下で低い

値を示し、ＮＯ３
－は５つの地点で１０ｍｇ以上の値を示し

ている。ＨＣＯ３
－は半数以上の地点で１０ｍｇ以上の値を

示している。陽イオンの溶出量では、Ｎａ＋、ＮＨ４
＋、Ｋ＋、

Ｍｇ２＋についてはほとんどが５ｍｇ以下の値を示し、Ｃａ

２＋は半数の地点で５ｍｇ以上の値を示している。よって白

神山地一帯に分布する表層付近の土では、ＨＣＯ３
－とＣａ

２＋の溶出性が比較的高いことが分かった。 

５．まとめ 

 白神山地一帯の水・土試料を分析することにより、原生

的なブナ林を育んでいる白神山地の自然環境を水・土の化

学的性質を通して若干の考察を試みた。白神山地の自然水

は、水素イオン濃度はほぼ中性であり、全体的に溶存イオ

ン量が低くＣａ２＋とＨＣＯ３
－を比較的多く含んでいた。表

層土については、水素イオン濃度は弱酸性であり、Ｃａ２+

とＨＣＯ３
-の溶出性に比較的富んでいたが、全体的に低い

イオン溶出性を示した。一般的に、自然水の水質などの化

学的性質を支配する要因の一つに土の溶出性が上げられる。

白神山地の自然水についても土の溶出性からの影響を受けていることから、Ｃａ－ＨＣＯ３型のアルカリ土類

炭酸塩タイプに分類される水質を呈しているものと推察される。 
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図－３ 自然水のヘキサダイヤグラム 
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図－4　白神山地の自然水のトリリニアダイヤグラム
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Ⅰ：　アルカリ土類非金属
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図－５ 土のｐＨ及びＥＣの状況 
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図－６ 土試料 100g に溶出する陰イオン

図－７ 土試料 100g に溶出する陽イオン
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